
保健だより NO.7 2022.12.22 市立浦和高校保健室

寒くなると、増加傾向になる負傷が‘やけど’です。

やけどをしたら、速やかに患部を冷やすことが重要です。痛みを和らげ、皮膚深部の損傷を

防ぐことができます。やけどが広範囲のときや、水ぶくれができたとき、痛みが続くときなど

は、医療機関を受診し、治療するようにしましょう。また、冬場は使い捨てカイロやこたつ、

電気カーペットなどの暖房器具で低温やけどを起こしやすくなります。これらは長時間の使用

にならないように注意し、皮膚に赤みがあればすぐに冷やすようにしましょう。

受診の目安の３つのポイント

①やけどの範囲が広いとき(やけどをし

た本人の手のひらよりも大きいとき）

②皮膚が赤く腫れて水ぶくれがあると

きや、強い痛みがなくならないとき

③皮膚が白い、もしくは黒くなってい

て、痛みを感じないとき

皮膚に熱が加わると、皮膚の血管が拡

張します。すると、血管の内皮細胞の間

隙が開き、血液の中の細胞やたんぱく質

が外に漏れます。その結果、むくみが生

じます。体液がどんどん血管の外に出て

いくのです。これを血管透過性の亢進と

呼び、このような一連の反応を「炎症」

といいます。この炎症を、皮膚を冷やす

ことによって止める必要があるのです。

ではなぜ炎症が起きて血管透過性が亢進

する仕組みが備わっているのでしょう

か。それは、けがなどによって、細菌が

皮膚から侵入した場合、炎症が起こるこ

とで、血管の中の免疫細胞が血管の外に

出て行って、細菌と戦うためなのです。

やけどの場合は、広い範囲に熱が加わって、その部位の血管が拡張し、細菌がいないのに、血管

透過性が亢進してしまいます。やけどの初期対応では、この炎症を軽減するために、冷やすこと

が大切なのです。 引用：少年写真新聞社 高校保健ニュース vol.772付録



姿勢不良や運動不足が原因で背中の血行が悪くなり、筋肉に疲れがたまることで痛みを感

じるのが「肩こり」です。痛みを放置してしまうと悪化して、頭痛や吐き気を引き起こすこ

ともあるので、ストレッチなどで早めにこりをほぐすようにしましょう。

引用：少年写真新聞社 高校保健ニュースvol.772 付録

今年も残すところわずかとなりました。振り返ると、やはり、常にコロナを気にしながらの１年であったと感じて

います。とりわけ、１１月下旬の修学旅行では、経験したことがないほどの緊張感を持って臨んだことが何より

印象に残っています。以前にも保健だよりで紹介しましたが、諏訪中央病院の医師 玉井道裕先生の「新型

コロナウイルス感染をのりこえるための説明書」は、コロナに関する情報がわかりやすく解説されています。私

自身もホームページを閲覧しています。おそらく来年もすぐには、コロナの状況に劇的な変化はないでしょう

…。‘知識のワクチン’を得て、むやみに恐れることなくコロナに向き合っていきたいと思っています。


